
北海道公安員会 様 

 

 

お世話になっております。 

添付 苦情申立書（警察オンブズマン）を送付させて頂きます。 

取り合えず FAX にて送付した後に、郵送させて頂きます。 

 

何卒宜しく御願い致します。 

 

 

 

 

 

 

〒001-0011 

札幌市北区北１１条西３丁目２－２３ 

ノースタウンハウス２２２ 

 

高桑 広仁 

 

TEL： 

固定電話： 



苦情申出書 

 

令和８年８月７日 

 

北海道公安委員会 御中 

 

【申出者】 

氏名： 高桑 広仁 

住所： 〒001-0011  北海道札幌市北区北１１樹西３丁目２－２３ 

ノースタウンハウス２２２ 

電話番号： 

 

警察法第 79 条の規定に基づき、下記のとおり苦情の申出をします。 

 

記 

 

１．苦情申出の原因となった通報相談の日時・場所 

日時： 令和８年８月３日 午前 11 時 39 分頃 

場所： 相手側 おしゃれサロンナイス理容院内 

 

２．関係した警察職員（判明している場合） 

札幌北警察署 捜査課と思われる 電話対応の女性警察官 

 

３．具体的な内容および事案の概要 

 

令和８年８月３日、別紙の詳細内容を相談した。 

札幌北警察署へ電話 ➡ 内容が自署ではないとのことで北海道警察本部へ電話➡ 

管轄が異なるということで札幌北警察署へ電話 

今回の苦情申立てはこの経緯ではなく、別紙詳細内容を全てお話した結果の 

札幌北警察署 電話対応 女性警察官の判断及び返答である。 

苦情の趣旨としては、 

「脅迫罪及び強要罪には該当しない」 

というご返答でありましたが、それにより全ての捜査等を実施せずとなると、 

この文面に於ける相手の存在が、自己の場合は「水漏れによる事案」でしたが、 



今後可能性のある同一集合住宅に居住されている他方に対しても、 

別の事案で悪影響が危惧されるからであった趣旨もあっての 

電話による相談でしたが、 

通常 検察庁による「罪とならず」と決定する事項を 

札幌北警察署の警察官単独での 

「法律では違法性はないので」 

「民事不介入なので」 

という判断及び相談者への返答が、 

 

＊先の犯罪予防の観点 

＊住民の生活安全を維持する 

 

という目的に於いて存在する警察機関に付き、上記「罪とならず」の法律的判断により 

門前払いと捉えられる対応、 

ただ、明らかに事件性は無いと至るものについてはある程度の選別の必要性は有ると思わ

れるが、この事案については、 

 

＊強要罪という点で、 

現在 生活保護受給者である者に対する水漏れ保険事故の 

着金した保険金額（２回）と相手側の用意した見積書のみの差額不足分としていた、 

 

＊「約 590,000 円強 の金銭に関する債権債務分割払契約書」を当該債権債務契約書を  

一読もさせぬかのような強引な口調で、その場で直ちに契約書に署名させる強要性を含む 

当該生活保護受給者への発言、 

 

＊出入口を体で塞ぎ、生活保護受給者を屋外へ出させない行為 

 

＊札幌北区役所担当ケースワーカーに相談のない生活保護受給者への金銭債務分割払契約

の強要 

 

上記内容を詳細に当該警察官へ説明相談したが、 

「法律的に違法性はなく、民事不介入であるから事件性はない」 

とされた事実に、この苦情申立書のの提出後、後日に札幌地方検察庁へこの事件で 

刑事告訴状を提出しますが、 

もし札幌地方検察庁にて当該告訴状が受理され捜査に至った際には、 



札幌北警察署の判断及び相談者への返答が誤りであったことを認めて頂く内容の 

未来発生の結果を含めた申立書とさせて頂きますこと、 

何卒 御理解御願いいたします。 

 

 

（参照） 

 

① 上記強要行為を行ったとした者の氏名 

札幌市北１１条西３丁目２－２３ 

ナイスおしゃれサロン 

代表 丸子 一三 

 

② 上記住所と同じ 

ノースタウンハウス管理組合理事 

キョウヤ（姓のヨミガナのみ認識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

 

 

 

 






